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2022 年 11 月２日 

株式会社ＳＫＩＹＡＫＩ 

 

 

IR に関するよくあるご質問とその回答 

 

 

当社は、株主及び投資家の皆様への適時適切な会社情報の開示が健全な証券市場の根幹をなすものである

ことを十分に認識するとともに、常に株主及び投資家をはじめとするステークホルダーの皆様の視点に立ち、

迅速、正確かつ公平な会社情報の開示を適切に行えるよう社内体制の充実に努めるなど、ステークホルダーの

皆様への会社情報の開示について真摯な姿勢で臨んでおります。 

本資料は、上記の情報開示の基本方針に従い、株主・投資家の皆様よりいただいた質問のうち、当社が特に

重要又は有益であると判断した事項を適時に開示することで、情報の非対称性を解消し公平な情報開示を行う

とともに、投資家の皆様に当社への理解を深めていただくことを目的に公表するものです。また、今後新たに

質問をいただいた場合や状況が変化した際には、質問と回答の内容をアップデートした上で不定期にて公表す

る予定です。 

 

 

Ｑ．社名の由来を教えてください。 

 

Ａ．”SUKIYAKI”は海外でも通じる代表的な日本語であり、 これまで発売された日本の曲の中で、唯一、全

米 Billboard シングルチャートで週間ランキング１位を獲得した「上を向いて歩こう」（坂本九さん）の

海外での曲名でもあります。 

日本発の音楽としても重要な位置づけにある、「スキヤキ」を社名として掲げ、常にグローバルな視点で

のビジネス創出を目指しています。 

 

 

Ｑ．会員数が多いサイトや、全体のうち会員数が○○人以上（又は○○人以下）のサイトが

占める割合を教えてください。 

 

Ａ．サイトごとの会員数や、ファンクラブ全体に占める会員数ごとの割合（例えば、会員数が１万人以上のサ

イトはいくつあるのか、その割合は何パーセントか）等の情報は非公表としています。 

当社のサービスをご利用いただいているクリエイターの皆様にとって、自身のファンクラブの会員数は非

常にセンシティブな情報であるため、「A というアーティストの有料会員数は何人ですか」という質問に

はお答えしないと同時に、当社コーポレートサイトの IR ページにおいて毎月公表している、当社グルー

プ全体での有料会員数の推移（https://skiyaki.com/contents/changes-in-the-number-of-members）を

除いて、会員数に関する情報は原則として公表しない方針です。  
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Ｑ．月次で開示している有料会員数について、対前月比で有料会員が減少している月があ

るのですが、その理由を教えてください。 

 

Ａ．一般論としまして、ファンクラブサイトにおけるライブ等のチケット先行予約（注）の実施の有無、ファ

ンクラブサイトの新規開設・閉鎖等により、有料会員数が短期的に増減する場合があります。 

例えば、あるアーティストのファンクラブサイトにおいて、ライブのチケット先行を実施した月に有料会

員が 5,000 人増加した一方で、チケット先行が終了した翌月には有料会員が 3,000 人減少する、という事

象が生じる場合があり、これは当社のみならず、ファンクラブサービス固有の特性と言えます。 

2022 年１月以降、有料会員数が対前月比で減少している月については、一部ファンクラブサイトの閉鎖

による影響が大きく、あくまで一時的な要因であると考えております。 

引き続き、ライブ・イベントの正常化に伴うチケット先行の増加、ファンクラブ内での魅力的なコンテン

ツの発信、新たなファンクラブサイトの開設等を通じて、継続的に有料会員数を伸ばせるよう尽力して参

ります。 

（注）チケット先行予約とは、一般発売より前に、ファンクラブの有料会員が優先的にチケットを購入できる機会を

提供するサービスであり、略して「チケット先行」又は「チケ先」といいます。 

 

 

Ｑ．新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響を含め、足元の市場環境はいかがでしょ

うか。 

 

Ａ．2020 年２月以降の COVID-19 感染拡大に伴い、ライブ・イベントの中止・縮小等によるファンクラブのチ

ケット先行の減少や、それによる有料会員数の伸び悩みという状況に直面した一方で、EC サービスはコ

ロナ前に比べて大きく売上を伸ばすなど引き続き好調を維持しており、足元の市場環境は悪くないと考え

ています。 

将来的に COVID-19 が収束し、ライブ・イベントの入場制限等が撤廃され、アーティストやクリエイター

によるライブ・イベント活動がより活況になれば、チケット先行の増加や有料会員数の増加を通じて、ス

トック型収益であるファンクラブ売上の増加が期待できると考えています。 

 

 

Ｑ．メタバースや NFTなど、Web3領域に関する事業開発の進捗はいかがでしょうか。 

 

Ａ．AR/VR 領域における事業開発の一環として、2022 年 7 月、アーティスト・声優である山崎エリイさんのオ

フィシャルファンクラブにおいて、国内初となる AR/VR を利用した 3D ビデオによるリアルタイム配信を

実施しました（https://skiyaki.com/contents/539961）。 

本取り組みは、3D ビデオ技術のリーディングカンパニーであるリアライズ・モバイル・コミュニケーシ

ョンズ株式会社、山崎エリイさんの所属事務所である株式会社ホリプロ、オフィシャルファンクラブのシ

ステム運営を行う当社の３社が山崎エリイさんと共同で実証実験として実施したものであり、将来的な事

業化のスケジュール等は未定であるものの、今後の実用化・事業化を検討中です。 

https://skiyaki.com/contents/539961
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NFT については、2022 年８月にオールインワン型ファンプラットフォーム「Bitfan」にて NFT サービスの

提供を開始しており、第一弾として、女優である今田美桜さんのオフィシャルファンクラブにおいて、有

料会員 500 名限定 の オフ ライ ンイ ベ ント の参 加者 に対 し て 記 念 NFT を発行しま し た

（https://skiyaki.com/contents/542838）。 

当社は、成長戦略として「クリエイターファーストな体制構築」を掲げており、今後も時代のニーズに応

じた新たなサービスをクリエイターの皆様に提供できるよう、引き続き当社プラットフォームの機能開発

に取り組んで参ります。 

 

 

Ｑ．来期以降、最高益を狙っていくのでしょうか。それとも、まだ投資フェーズという位置

付けで、利益は抑えて投資を優先するのでしょうか。 

 

Ａ．企業の持続的な成長に必要な投資は継続して行う一方で、投資に必要な資金を確保するために、来期以降

も着実に利益を積み上げていく方針です。そのための重点施策として、成長戦略である「有料会員一人あ

たり GMV の向上」に注力し、ARPU 向上のためのサービスを優先的に開発・拡充していく予定です。 

 

 

以 上 

https://skiyaki.com/contents/542838

